
イオンリテール予定地 中和幹線中和幹線中和幹線中和幹線

近鉄大阪線近鉄大阪線近鉄大阪線近鉄大阪線
至至至至 桜井桜井桜井桜井市役所市役所市役所市役所大福小学校 桜井西中学校

桜井西幼稚園 大福駅
①地域交通の確保（検討区域～利便施設～市役所）

中和幹線の店舗誘致に伴う交通対策の検討（都市計画道路の施工）

地域拠点店舗としての機能充実（イオンとの協議）地域の発展に伴う乱開発の抑制（地区計画等の検討）
地域拠点駅の魅力アップ（大福駅周辺の利便性向上）

地域交通のあり方の再検討（都市計画道路の廃止予定）

地域の住宅困窮者への配慮（県営・市営住宅の一体的活用）

店舗誘致予定地 店舗誘致予定地

至至至至 済生会中和病院済生会中和病院済生会中和病院済生会中和病院③地域の高齢者が安心して暮らせる機能の整備(県営住宅建替・余剰地活用)②魅力溢れる歩道空間の演出（中和幹線～大福駅）
))

桜井市大福地域のまちづくりに関する平成２７年度予算について○桜井市大福地域のまちづくりについては、昨年１２月２２日の包括協定締結を踏まえて同２５日に県及び市によるまちづくり協議会を設立○桜井市大福地域のまちづくりについては、昨年１２月２２日の包括協定締結を踏まえて同２５日に県及び市によるまちづくり協議会を設立○桜井市大福地域のまちづくりについては、昨年１２月２２日の包括協定締結を踏まえて同２５日に県及び市によるまちづくり協議会を設立○桜井市大福地域のまちづくりについては、昨年１２月２２日の包括協定締結を踏まえて同２５日に県及び市によるまちづくり協議会を設立○第１回まちづくり協議会（１月２１日）等に向けて、県及び市において大福地域まちづくりに係る平成○第１回まちづくり協議会（１月２１日）等に向けて、県及び市において大福地域まちづくりに係る平成○第１回まちづくり協議会（１月２１日）等に向けて、県及び市において大福地域まちづくりに係る平成○第１回まちづくり協議会（１月２１日）等に向けて、県及び市において大福地域まちづくりに係る平成27272727年度事業予算（案）を整理年度事業予算（案）を整理年度事業予算（案）を整理年度事業予算（案）を整理○包括協定に規定する役割分担に基づき、来年度事業は「桜井市は地域まちづくりの全体計画策定」、「県は県有地における拠点整備計画策定」を実施○今後の事業実施を効率的かつ確実に進捗させるため、国庫補助金等外部資金を最大限活用する視点にも配慮し、計画策定段階から適切に役割を分担

大福地域のまちづくりのための総合的な計画づくり（事業名：「地域居住機能再生計画」策定事業）
②地域の交流を生みだす

地域をつなぐ歩行者空間（ｺﾐｭﾆﾃｨ道路）①周辺地域の住民を呼び込む ③団地が地域に溶け込む歴史的景観への配慮 周辺住宅地との調和耳成山、三輪山への眺望景観大福出垣内線と一体整備

交流広場・地域集会所 地域の生活支援機能(福祉事業所)地域交通拠点（地域交通ターミナル）
［計画戸数］［計画戸数］［計画戸数］［計画戸数］現時点の入居戸数（現時点の入居戸数（現時点の入居戸数（現時点の入居戸数（187187187187戸）。建設戸数は実施設計戸）。建設戸数は実施設計戸）。建設戸数は実施設計戸）。建設戸数は実施設計段階の見直しを前提に段階の見直しを前提に段階の見直しを前提に段階の見直しを前提に200200200200戸でスタディ戸でスタディ戸でスタディ戸でスタディ→→→→建替え実現は最短で建替え実現は最短で建替え実現は最短で建替え実現は最短で３～５年後と想定。時３～５年後と想定。時３～５年後と想定。時３～５年後と想定。時間軸の変化を捉えた整間軸の変化を捉えた整間軸の変化を捉えた整間軸の変化を捉えた整理が必要理が必要理が必要理が必要 ［その他検討課題］［その他検討課題］［その他検討課題］［その他検討課題］→→→→ランニングコストを踏まえた事業費算出ランニングコストを踏まえた事業費算出ランニングコストを踏まえた事業費算出ランニングコストを踏まえた事業費算出→→→→ＲＣ造と木造の耐用年数を勘案ＲＣ造と木造の耐用年数を勘案ＲＣ造と木造の耐用年数を勘案ＲＣ造と木造の耐用年数を勘案→→→→コミュニティ確保の仕掛けづくりコミュニティ確保の仕掛けづくりコミュニティ確保の仕掛けづくりコミュニティ確保の仕掛けづくり 等等等等［植栽］［植栽］［植栽］［植栽］「「「「緑緑緑緑豊豊豊豊かかかかなななな団団団団地地地地」」」」のののの観観観観点点点点かかかからららら適適適適所所所所にににに中中中中・・・・低低低低木木木木をををを配配配配置置置置→→→→管理運営の面からの議論が必要管理運営の面からの議論が必要管理運営の面からの議論が必要管理運営の面からの議論が必要県有地を活用した拠点整備のための基本計画づくり（事業名：「大福地域拠点整備基本計画」策定事業）【計画内容】・バスターミナル、交流広場等整備計画・生活支援機能（例：地域包括ケア拠点）整備計画・県営住宅建替基本計画（事業期間：H27～H35(予定)）拠点機能整備のためには老朽化県営住宅の建替え・集約による余剰地創出等が不可欠。なお、老朽化県住の更新により安全・安心な居住環境の実現も可能【計画内容】・大福地域のまちづくり計画・地域交通（コミバス）整備基本計画・市営住宅活用基本計画・地域住民主体のまちづくり活動基本計画等

事業費 約1,900万円（国1/2、県1/2）事業費 約1,000万円（国1/2、市1/2）←県1/4
県事業：交流広場整備、県営住宅の建替えなど県事業：交流広場整備、県営住宅の建替えなど県事業：交流広場整備、県営住宅の建替えなど県事業：交流広場整備、県営住宅の建替えなど市事業：地域住民活動支援、コミバス運営、市営住宅改修など市事業：地域住民活動支援、コミバス運営、市営住宅改修など市事業：地域住民活動支援、コミバス運営、市営住宅改修など市事業：地域住民活動支援、コミバス運営、市営住宅改修など

●県有地（県営住宅敷地）を活用した拠点整備イメージ●県有地（県営住宅敷地）を活用した拠点整備イメージ●県有地（県営住宅敷地）を活用した拠点整備イメージ●県有地（県営住宅敷地）を活用した拠点整備イメージ（秋期集中討議資料より）（秋期集中討議資料より）（秋期集中討議資料より）（秋期集中討議資料より）■平成27年度 桜井市事業（案） ■平成27年度 奈良県事業（案）

なお、県有地における「バスターミナル」、「福祉拠点施設」整備事業の実施主体・手法等については、平成27年度検討等を踏まえて決定大福地域全体の取り組みを一事業（地域居住機能再生推進事業※）で総合的に実施平成28年度～※：地域居住機能再生推進事業複数の主体が居住機能の再生に向けた事業を地域居住機能再生計画に基づき実施可能。社会資本整備交付金とは別枠で国庫補助が支弁されるが、予算流用等の柔軟性は交付金と同様
包括協定による新スキームに基づき市負担の1/2を県が支援

［駐車場・団地内通路］［駐車場・団地内通路］［駐車場・団地内通路］［駐車場・団地内通路］各住戸１台分を確保各住戸１台分を確保各住戸１台分を確保各住戸１台分を確保安安安安全全全全性性性性確確確確保保保保ののののたたたためめめめボボボボンンンンエエエエルルルルフフフフななななどどどどのののの手手手手法法法法をををを導導導導入入入入→→→→詳詳詳詳細細細細なななな動動動動線線線線計計計計画画画画はははは要要要要検検検検討討討討。。。。台台台台数数数数もももも今今今今後後後後精精精精査査査査
［街区構成］［街区構成］［街区構成］［街区構成］「「「「交交交交流流流流」」」」「「「「一一一一体体体体」」」」をををを誘誘誘誘発発発発すすすするるるるココココミミミミュュュュニニニニテテテティィィィ道道道道路を有効に配置路を有効に配置路を有効に配置路を有効に配置→→→→ココココミミミミュュュュニニニニテテテティィィィ形形形形成成成成ののののあああありりりり方方方方がががが課課課課題題題題→→→→入居者移転等工程検討入居者移転等工程検討入居者移転等工程検討入居者移転等工程検討
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